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利用者が地域で暮し続けることが出来るように、中学生のブラスバンドの来訪や子供と共に七夕飾りを行ったりな
ど、グループホームの行事に参加を誘ったり、地域の盆踊り、カラオケ大会、清掃活動などに利用者と共に参加
し、相互に協力・交流関係が築かれると共に、地域と日常的に交流を継続している。
計画的に研修を実施し職員の知識を深める取り組みを行い、毎月実施されるスタッフ会議では無記名で話し合い
たい内容や検討課題など記載できる用紙を会議前に準備し、提案されたことをスタッフ会議で話し合い、速やか
に運営やサービスに反映させるようにしている。かかりつけ医や協力医療機関と連携を図り、適切な医療を受け
ることができるように支援している。また、利用者の心身の状況から利用者の身体状況の悪化も予測し受診支援
を行い、利用者の健康管理を行っている。
地域のごみ拾いに出かけたり、ファミリーレストランや回転ずしに外食に出かけたりと、日常的に外出する機会を
持ち気分転換やストレス発散に取り組んでいる。杜の里劇団と称して、職員だけでなく利用者と共に言葉の由来
となった場面を脚本化し寸劇にして行事で発表会を行い生活にメリハリと楽しみができるように取り組んでいる。

作成日　　平成23年2月26日

2770109144

平成23年3月11日

認知症の症状や状態、対応、治療等の知識を深める為に、職員は勉強会や外部研修に積極的に参加したり、他
施設職員との交流を図り、ご利用者の認知症の状態に応じた専門的な介護が実践できるように取り組んでいる。
医療・看護面においては、かかりつけ医や協力医療機関と連携を図り、ご利用者の体調不良時や事故等による
外傷時に早期に対応し、適切な医療・看護を受けて頂けるように努めている。季節毎の行楽行事や日常の買い
物等の外出援助、ご要望に応じた外食援助を行っている。菜園で実った野菜の収穫、ボランティアの方や中学生
ブラスバンド部の演奏会、保育園児との交流等を通して、ご利用者にできる限り刺激のある楽しい生活を送って
頂けるよう支援している。

有限会社　杜の里

グループホーム　杜の里

認知症対応型共同生活介護・介護予防認知症対応型共同生活介護

大阪府堺市西区山田３丁１０３４番２３

平成23年2月26日

（大阪GH用） 株式会社H．R．コーポレーション第三者評価部



認知症対応型共同生活介護 グループホーム 杜の里 評価結果確定日平成23年5月23日

実施状況
次にステップに向け
て期待したい内容

Ⅰ．理念に基づく運営

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスとしての意義を
踏まえた事業所理念をつくり、管理者と
職員は、その理念を共有して実践につ
なげている

○事業所と地域とのつきあい　

　利用者が地域とつながりながら暮らし
続けられるよう、事業所自体が地域の
一員として日常的に交流している

1 1

2 2

外部評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

自己評価

理念は、利用者・家族・職員
が見やすい位置に掲示して
いる。地域密着型サービス
になった時に、全職員で役
割や意味の理解を深め地域
密着型サービスとしての役
割を盛り込んだ理念を作り
あげている。地域密着型
サービスとしての役割を盛り
込んだ理念は、職員が理念
を意識してケアを実践してい
きやすい具体的な理念と
なっている。理念は、利用者
一人ひとりのケアを行ってい
く際、ケアプラン作成時など
理念に立ち戻り利用者に質
の高いサービスの提供がで
きるように取り組んでいる。

盆踊りやカラオケ大会等の
地域行事に参加したり、近
隣の保育園や中学校との
交流を続けている。子ども
110番の登録、子供会の古
紙回収、地域美化活動に参
加している。

保育所・中学校から招待さ
れ行事に出かける交流を継
続している。また、中学生の
ブラスバンドの来訪や子供
と共に七夕飾りを行ったりな
ど、グループホームの行事
に参加を誘い相互に協力・
交流関係が築かれている。
地域の盆踊り、カラオケ大
会、清掃活動などに、利用
者と共に参加し地域との交
流を深めている。地域の広
報紙から地域の情報を得て
おり、子供会の古紙回収や
地域美化活動への参加もし
ている。散歩や買い物に利
用者と共に地域の商店に出
かけ地域と日常的に交流を
継続している。

玄関や職員室等、誰もが目
に付く場所に掲示し、職員
は毎朝の申し送り時に唱和
している。理念に基づいた
サービスが実践できている
か、職員会議でも話し合うよ
うにしている。
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実施状況
次にステップに向け
て期待したい内容

外部評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

自己評価

○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げて
いる認知症の人の理解や支援の方法
を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービ
スの実際、評価への取り組み状況等に
ついて報告や話し合いを行い、そこで
の意見をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を蜜に
取り、事業所の実情やケアサービスの
取組みを積極的に伝えながら協力関
係を築くように取り組んでいる。

5 4

3

4 3

ホームの見学希望者を柔軟
に受け入れ、必要に応じ
て、介護保険制度・サービ
ス、認知症介護等について
説明させて頂いている。西
区ＧＨ連絡会で、認知症介
護相談を受け付けるふれあ
い喫茶に取り組んでいる。

できるだけ多くのご家族や
地域の方に参加して頂ける
よう、毎回ホーム便りでお知
らせしたり、直接連絡を入
れさせて頂いている。会議
では、質疑応答の時間を設
け、頂いたご意見をサービ
スの向上に活かせるように
努めている。新しい取り組
みについては必ず会議の議
題に挙げ、ご意見を伺うよう
にしている。

家族、自治会会長、民生委
員、地域包括支援センター
職員、近隣のグループホー
ム管理者参加の下、奇数月
に年６回実施して活動報告・
事故報告を行い、意見交換
を行っている。運営推進会
議に出席できなかった家族
には、ホーム便りで報告す
る他、議事録を送付し報告
している。会議では、議題に
沿って参加者から意見や助
言をもらいサービスの質向
上に活かすように取り組ん
でいる。

運営推進会議に地域包括
支援センター担当者に参加
して頂いている。生活援護
課担当者の方とも連絡を取
り合っている。西区ＧＨ連絡
会でも情報交換を行ってお
り、堺市認知症連携担当者
が出席して下さることもあ
る。

運営推進会議に地域包括
支援センター職員が参加し
ており、ホームの状況を把
握してもらっている。西区グ
ループホーム連絡会で地域
の事業所間の情報交換を行
い、堺市の担当課職員の参
加もあり市に地域の事業所
全体の状況を把握してもらう
ように取り組み課題解決に
市の担当課、地域包括支援
センターの協力を得ている。

（大阪GH用） 2/19 株式会社H.R.コーポレーション第三者評価部
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実施状況
次にステップに向け
て期待したい内容

外部評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

自己評価

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定地域
密着型サービス指定基準及び指定地
域密着型介護予防サービス基準にお
ける禁止の対象となる具体的な行為」
を正しく理解しており、玄関の施錠を含
めて身体拘束しないケアに取り組んで
いる

○虐待防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止法
等について学ぶ機会を持ち、利用者の
自宅や事業所ないでの虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止
に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活
用

　管理者や職員は、日常生活自立支援
事業や成年後見人制度について学ぶ
機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援
している

7

8

6 5

定期的な勉強会や入職時
オリエンテーションで、理
解、浸透を図っている。日常
のケアの中で、身体拘束に
当たるものがないか見極
め、身体拘束しないケアに
取り組んでいる。

身体拘束をしない方針で取
り組んでいる。新入職時の
オリエンテーションや年間の
研修計画に沿って身体拘束
をしないケアへの理解と知
識を深める取り組みを行っ
ている。交通量の多い道路
に面しており、玄関を出て直
ぐの急坂のため玄関は施錠
しているが、利用者にとって
外に出たい理由を日々のケ
アの中で把握し利用者が満
足を得ることができる外出や
対応を行っている。

定期的な勉強会や入職時
オリエンテーションで学ぶ機
会を持っている。身体的虐
待だけではないことを職員
が理解し、お互いに注意し
合うよう指導し、虐待が見過
ごされることのないよう注意
を払っている。

勉強会で学ぶ機会を持って
いるが、活用されている
ケースが多くない為、必要
に応じて、資料ファイルを用
いながら、ご家族に説明で
きるようにしている。

（大阪GH用） 3/19 株式会社H.R.コーポレーション第三者評価部
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実施状況
次にステップに向け
て期待したい内容

外部評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

自己評価

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約または改定等の際
は、利用者や家族等の不安や疑問点
を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

　利用者や家族等が意見、要望を管理
者や職員並びに外部者へ表せる機会
を設け、それらを運営に反映させてい
る

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関する職
員の意見や提案を聞く機会を設け、そ
れらを反映させている

11 7

9

10 6

契約時や改定の際には書
面で示し、不安や疑問点に
対する十分な説明に心がけ
ている。契約解除に至る場
合には、現状を説明して同
意を得ている。

玄関に意見箱を設置し、事
業所内・外の相談窓口も掲
示している。ご家族の面会
時には職員がご利用者の
最近のご様子を伝え、ご家
族が要望等を話しやすい関
係作りに努めている。また、
ご利用者に食事に関するア
ンケートを実施し、希望の把
握に努めている。

家族の状況により面会の頻
度に違いはあるが、面会時
には意見や要望を言いやす
い雰囲気作りを行っている。
月１回の利用料金の支払い
に来訪される機会には、利
用者の状況を必ず伝えるよ
うにしている。

家族に伝えたことを記
録として残しておくこと
が望ましい。

次回の職員会議で話し合い
たいことや他職員の意見を
聞きたいこと、提案したいこ
と等を自由に記入できる用
紙を用意しており、必ず、そ
の議題について話し合うよ
うにしている。

スタッフ会議を毎月行ってい
る。無記名で会議で話し合
いたい内容や検討課題など
記載できる用紙を会議前に
準備し、提案されたことをス
タッフ会議で話し合い、速や
かに運営やサービスに反映
させるようにしている。職員
が直接管理者に申し出て意
見を言うことができるように
声かけを行っている。毎年
の雇用契約更新時にも面談
を行い、意見や提案を聴取
する機会となっている。課題
などがある場合には、不定
期ではあるが、正社員会議
を行い方針を検討し運営や
サービスに反映させるように
取り組んでいる。

（大阪GH用） 4/19 株式会社H.R.コーポレーション第三者評価部



認知症対応型共同生活介護 グループホーム 杜の里 評価結果確定日平成23年5月23日

実施状況
次にステップに向け
て期待したい内容

外部評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

自己評価

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の努力
や実績、勤務状況を把握し、給与水
準、労働時間、やりがいなど、各自が
向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとり
のケアの実際の力量を把握し、法人内
外の研修を受ける機会の確保や、働き
ながらトレーニングしていくことを進め
ている

○同業者との交流を通じた向上

 代表者は、管理者や職員が同業者と
交流する機会を作り、ネットワークづく
りや勉強会、相互訪問の活動を通じ
て、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

13

14

12

職員との個別面談を行い、
総合的な意見や悩み等の
把握に努めている。直接管
理者に言い難い内容であれ
ば、主任や副主任に相談で
きる体制作りにも努めてい
る。各業務内容やタイムス
ケジュール等は、その時々
の介護状況や職員の動きを
把握して、働きやすいように
改善・変更している。

他ＧＨでの介護実習を受け
入れて頂いたり、他ＧＨ職員
の介護実習の受け入れを
行なっている。他ＧＨの良い
取り組みを持ち帰ったり、他
ＧＨ職員からの意見を頂き、
サービスの質の向上が図れ
るようにしている。西区ＧＨ
連絡会の勉強会に職員が
参加したり、堺市ＧＨ連絡会
の勉強会には管理者が参
加している。

勉強会の年間計画を立て、
月１回実施している。積極
的な職員には外部研修に
掛かる費用を会社が負担し
ている。研修に参加した職
員は、できるだけ他職員に
向けて伝達講習を行うよう
にしている。ヘルパー２級養
成講座実習生を受け入れ、
指導を通して自分達の介護
の振り返りができるように取
り組んでいる。

（大阪GH用） 5/19 株式会社H.R.コーポレーション第三者評価部
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実施状況
次にステップに向け
て期待したい内容

外部評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

自己評価

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

○初期に築く本人との信頼関係

 サービスの利用を開始する段階で、本
人が困っていること、不安なこと、要望
等に耳を傾けながら、本人の安心を確
保するための関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

 サービスの利用を開始する段階で、家
族等が困っていること、不安なこと、要
望等に耳を傾けながら、本人の安心を
確保するための関係づくりに努めてい
る

○初期対応の見極めと支援

 サービスの利用を開始する段階で、本
人と家族等が「その時」まず必要として
いる支援を見極め、他のサービス利用
も含めた対応に努めている

○本人と共に過ごし支えあう関係

 職員は、本人を介護される一方の立
場に置かず、暮らしを共にする者同士
の関係を築いている

17

18

15

16

ご家族の介護負担、不安や
混乱等について傾聴し、介
護負担の軽減や不安・混乱
を解消できるよう、当ホーム
で対応できることや利用可
能な他サービスについて説
明させて頂くようにしてい
る。

できるだけ入居前にご利用
者自身にホームの見学を勧
め、雰囲気や他のご利用者
の暮らしぶりを見て頂けるよ
うに援助している。見学に
来られた際には、ご利用者
のお話を伺い、不安や困っ
ておられることがあれば、対
応できる内容をお話してい
る。

緊急性に応じて優先順位を
見極め、必要な支援の対応
に努めている。ご希望の内
容によっては、他事業所の
サービスの紹介も行ってい
る。

認知症介護の理解を深める
勉強会を定期的に実施し、
介護する側が優位に立つこ
とがないように注意し、ご利
用者と職員は共に支え合え
る関係が築けるように努め
ている。ご利用者から教え
て頂く姿勢も大切にしてい
る。

（大阪GH用） 6/19 株式会社H.R.コーポレーション第三者評価部



認知症対応型共同生活介護 グループホーム 杜の里 評価結果確定日平成23年5月23日

実施状況
次にステップに向け
て期待したい内容

外部評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

自己評価

○本人と共に過ごし支えあう家族との関係

 職員は、家族を支援される一方の立
場に置かず、本人と家族の絆を大切に
しながら、共に本人を支えていく関係を
築いている

○馴染みの人や場と関係継続の支援

 本人がこれまで大切にしてきた馴染み
の人や場所との関係が途切れないよ
う、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひ
とりが孤立せずに利用者同士が関わり
合い、支え合えるような支援に努めて
いる

21

19

20 8

ご家族の面会時の居心地
良い空間作り、手紙等での
近況報告、体調変化時の電
話報告、消耗品依頼等の連
絡を通して、ホームに足が
向いて頂けるような対応に
努めている。

ご家族の協力の下、お正月
等にご自宅に外泊された
り、親類縁者の冠婚葬祭に
参加できるよう援助してい
る。馴染みの商店街やスー
パーへの買い物や地区の
お祭りへの参加等も支援し
ている。

冠婚葬祭への出席時には、
利用者が参加できるように
支援している。利用者より馴
染みの店での買い物や祭り
への参加の希望があればで
きる限り行けるように支援し
ている。出かけた際には、馴
染みの方からの声かけなど
がある。

新たにグループホー
ムでの生活の中でで
きた人間関係を継続
できるよう支援される
ことが望ましい。

ご利用者は他者の障害に
ついては理解しにくい場合
が多く、ご自分の思い込み
で決めつけてしまわれること
がある為、職員が調整役と
なり説明できる範囲でお話
し、お互いが共に生活する
仲間として支え合えるようサ
ポートしている。

（大阪GH用） 7/19 株式会社H.R.コーポレーション第三者評価部



認知症対応型共同生活介護 グループホーム 杜の里 評価結果確定日平成23年5月23日

実施状況
次にステップに向け
て期待したい内容

外部評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

自己評価

○関係を断ち切らない取組み

　サービス利用（契約）が終了しても、こ
れまでの関係性を大切にしながら、必
要に応じて本人・家族の経過をフォ
ローし、相談や支援に努めている

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いやり意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、
意向の把握に努めている。困難な場合
は、本人本位に検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利
用の経過等の把握に努める

23 9

24

22

契約終了後でも相談があれ
ば電話等して頂いてよいこ
とをお話している。入院され
た場合等には、必要に応じ
て情報を提供したり、ご家
族に近況伺いの葉書を出す
等している。

ご利用者が思いや希望等を
表出できる場を設けたり、日
頃の会話の中での思いや
悩み事等が聞かれた時に
は個別記録に残し、職員が
共有できるようにしている。
意志疎通が困難なご利用
者の場合は、ご家族等から
情報を頂きながらご本人の
立場になって検討するよう
にしている。

自分で思いや意向を伝える
ことができる方には、話をよ
く聞くように努めている。ま
た、日々関わる中で聞かれ
た話の中から思いや意向を
聞きとり、職員間で思いや意
向について共有するために
「気づきノート」を作成してい
る。思いや意向を訴えること
がしにくい方には、表情や行
動などから利用者の立場に
なり、思いや希望・意向を把
握するように努めている。

認知症介護研究・研修東京
センター方式の一部を活用
し、生活歴や経過等の把握
に努めている。サービスご
利用後は信頼関係を築きな
から、ご利用者やご家族か
ら徐々に情報収集してい
る。

（大阪GH用） 8/19 株式会社H.R.コーポレーション第三者評価部



認知症対応型共同生活介護 グループホーム 杜の里 評価結果確定日平成23年5月23日

実施状況
次にステップに向け
て期待したい内容

外部評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

自己評価

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状の把握に努めて
いる

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケ
アのあり方について、本人、家族、必
要な関係者と話し合い、それぞれの意
見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づ
きや工夫を個別記録に記入し、職員間
で情報を共有しながら実践や介護計画
の見直しに活かしている

27

25

26 10

毎朝・夕の申し送りや個別
記録から現状を把握し、ご
利用者一人ひとりの一日の
過し方の希望を探るように
している。心身の状態や有
する力に変化があった時に
は個別記録や職員連絡ノー
トに記載しているが、職員の
把握能力には差がある。

担当者会議で、ご利用者の
ニーズや希望を確認し、解
決策について職員が意見を
出し合い、介護計画の作成
に反映している。ご家族に
は面会に来られた際に、介
護計画に対する希望や意
見を聞かせて頂くようにして
いる。計画作成後は、毎月
の職員会議で見直ししてい
る。

地域密着型サービス計画書
に利用者・家族の意向や希
望をしっかりと把握し、課題
に沿って具体的な支援内容
を記載し実践している。計画
書は、コピーを介護記録にも
ファイルしており、職員は計
画を意識しケアを行うことが
できている。毎月１回会議の
席で利用者に変化がないか
確認し、必要な場合は見直
しを行っている。３カ月に１
回モニタリングを実施し、施
設介護経過記録には、計画
作成担当者が計画の実施
状況などを確認し記載して
いる。介護記録には、日々
の利用者の様子や状況、訴
えなど短文でわかりやすい
記録となっている。

ご利用者の現状が把握しや
すい記録記載方法について
学び、誰にでも分かり易い
記録にするよう取り組んで
おり、その中から、ケアの実
践や介護計画の見直しのヒ
ントを得ている。職員の記録
記載・情報収集能力には差
がある。

（大阪GH用） 9/19 株式会社H.R.コーポレーション第三者評価部



認知症対応型共同生活介護 グループホーム 杜の里 評価結果確定日平成23年5月23日

実施状況
次にステップに向け
て期待したい内容

外部評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

自己評価

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生ま
れるニーズに対応して、既存のサービ
スにとらわれない、柔軟な支援やサー
ビスの多機能化に取り組んでいる

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域
資源を把握し、本人が心身の力を発揮
しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこ
とができるよう支援している

○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大
切にし、納得が得られたかかりつけ医
と事業所の関係を築きながら、適切な
医療を受けられるように支援している

○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとら
えた情報や気づきを、職場内の看護職
員や訪問看護師等に伝えて相談し、
個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるよう支援している

31

29

30 11

28

看護師を中心に医療機関と
連携を図り、人工透析や食
事・水分療法を要する方の
援助を行っている。ご要望
に応じて、受診介助やご自
宅への送迎、買い物代行等
を援助している。

他事業所の訪問リハビリ
テーション、ヘルパーサービ
ス、福祉用具購入・レンタル
等の活用を支援している。
地域ボランティアの方にも
訪問して頂いている。

入居前に内科・歯科のかか
りつけ医や救急搬送病院に
関する希望を確認し、ホー
ムの協力医療機関以外で
も、入居前からの医療が継
続できるよう支援している。
ご利用者の心身の状態に
応じ、必要な診察・検査・治
療が受けられる専門病院・
科への受診も援助してい
る。

利用者・家族の希望するか
かりつけ医に受診可能であ
るが、家族での受診支援の
協力を依頼している。協力
医療機関以外の受診科が
必要な場合には、適切な医
療を受けることができるよう
に支援している。利用者の
心身の状況から利用者の身
体状況の悪化も予測し受診
支援を行い、利用者の健康
管理を行っている。

介護職員は、ご利用者の病
状の小さな変化でも積極的
に看護師に相談・報告して
いる。看護師はかかりつけ
医と連携を図りながら健康・
服薬管理や適切な処置を
行い、介護職員の指導に
当っている。

（大阪GH用） 10/19 株式会社H.R.コーポレーション第三者評価部



認知症対応型共同生活介護 グループホーム 杜の里 評価結果確定日平成23年5月23日

実施状況
次にステップに向け
て期待したい内容

外部評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

自己評価

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療で
きるように、また、できるだけ早期に退
院できるように、病院関係者との情報
交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係
づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や、終末期のあり方に
ついて、早い段階から本人・家族等と
話し合いを行い、事業所でできることを
十分に説明しながら方針を共有し、地
域の関係者と共にチームで支援に取り
組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備え
て、全ての職員は応急手当や初期対
応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている

33 12

34

32

入院された際には、電話連
絡やご利用者のお見舞い
の時等に、担当看護師や相
談員との情報交換に努め、
ホームで対応可能な状態で
早く退院できるように働きか
けている。

看取りの指針の中で、ホー
ムで対応可能な内容を明示
し、入居時に同意を得てい
る。これまで実例はないが、
終末期ケアの勉強会を行っ
たり外部研修に参加して知
識を深め、実践に備えてい
る。

看取りの指針を作成してお
り、グループホームでできる
こと、できないことを明確に
し契約時より指針に沿って
説明を行い同意を得てい
る。現在まで終末期ケアの
希望がないが、研修を行
い、知識と理解を深め全職
員で統一した方針で取り組
めるように努力している。

事故発生時の対応マニュア
ルを作成し、入職時に説明
すると共に必要に応じて見
直している。日頃から看護
師が中心となり、ご利用者
の救急時の対応について
指導し、ほぼ全ての職員が
初期対応できるようになって
いる。救急救命士による救
命講習にも参加している。

（大阪GH用） 11/19 株式会社H.R.コーポレーション第三者評価部



認知症対応型共同生活介護 グループホーム 杜の里 評価結果確定日平成23年5月23日

実施状況
次にステップに向け
て期待したい内容

外部評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

自己評価

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜
を問わず利用者が避難できる方法を全
職員が身につけるとともに、地域との
協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○一人ひとりの人格の尊重とプライバ
シーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプラ
イバシーを損ねない言葉かけや対応を
している

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　日常生活の中で本人が思いや希望
を表したり、自己決定できるように働き
かけている

37

35 13

36 14

様々な発生場所を想定した
年２回の消防訓練、年１回
の防災訓練を実施し、非常
持出袋も常備している。新
人職員には、防災の心得や
対策、消防用設備の取り扱
いについて、防火管理者が
直接指導している。

年２回の消防訓練を昼夜・
出火場所も想定で実施して
いる。また、さまざまな災害
を想定しての避難誘導訓練
も消防訓練とは別に年１回
実施している。消防訓練で
は、利用者も参加し避難し
ている。災害訓練では、自
室の部屋から出てフロアー
で待機、非常持ち出し袋の
設置場所など検討し、非常
災害時に対応できるように
訓練している。

ご利用者一人ひとりに合わ
せた対応に努めている。日
常のケアの中で気になる対
応については職員会議で話
し合い、各業務始業前に、
言葉かけに配慮する意識を
持つよう職員間で促し合っ
ている。

利用者が聞かれて嫌、見ら
れて嫌と思われることがプラ
イバシーと考え、職員同士
でケアのその場その場で注
意し合うほか、研修や職員
会議で話し合いを行い、尊
厳やプライバシーを損ねるこ
とのないようなケアを意識し
ている。

職員が一方的に決めてしま
うことのないよう選択肢を用
意したり、思いや希望を表
出しやすい場面設定をする
援助を行っている。ご利用
者が考えたり悩んだりでき
る時間を十分に持てるよう、
見守る姿勢に努めている。

（大阪GH用） 12/19 株式会社H.R.コーポレーション第三者評価部



認知症対応型共同生活介護 グループホーム 杜の里 評価結果確定日平成23年5月23日

実施状況
次にステップに向け
て期待したい内容

外部評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

自己評価

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先するの
ではなく、一人ひとりのペースを大切に
し、その日をどのように過ごしたいか、
希望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれが
できるように支援している

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人
ひとりの好みや力を活かしながら、利
用者と職員が一緒に準備や食事、片
付けをしている

39

40 15

38

共同生活の中で可能な限
り、ご利用者一人ひとりの
生活リズムや主体性を尊重
し、その人らしい暮らし方が
できるように柔軟な対応に
心がけている。

女性ご利用者には、行事や
外出、誕生日会の際等にお
化粧を勧めたり、好みの服
装ができるように援助してい
る。男性ご利用者には、髭
剃りや整髪の声かけや援助
を行っている。訪問理美容
時にはご本人や職員が美
容師に希望を伝え、おしゃ
れを楽しんで頂けるようにし
ている。

ご利用者の希望を取り入れ
た手作り昼食・おやつの取
り組みを継続している。食事
の準備から片付けまでの作
業の中で、ご利用者が得意
な作業に参加して頂くように
している。ホームの畑で収
穫した野菜を食材として使
用し、職員も共に味わって
いる。

通常は食材搬入を受けてい
るが、週２回は、利用者と共
に献立・買い物調理・片付け
まで行うようにしている。利
用者に「食事に関するアン
ケート」を実施し、アンケート
結果から利用者の嗜好や希
望を把握し、メニューに取り
入れるようにしている。食材
搬入業者とは連絡内容を連
絡の用紙に記載し、利用者
の好みや嚥下に伴う改善な
どの情報のやり取りを通して
美味しく食べることができる
ようにしている。外食の機会
も持っている。

（大阪GH用） 13/19 株式会社H.R.コーポレーション第三者評価部



認知症対応型共同生活介護 グループホーム 杜の里 評価結果確定日平成23年5月23日

実施状況
次にステップに向け
て期待したい内容

外部評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

自己評価

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が
一日を通じて確保できるよう、一人ひと
りの状態や力、集会に応じた支援をし
ている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じないよ
う、毎食後、一人ひとりの口腔状態や
本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し、一人ひとりの力や排泄パターン、習
慣を活かして、トイレでの排泄や排泄
の自立に向けた支援を行っている。

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解し、
飲食物の工夫や運動への働きかけ
等、個々に応じた予防に取り組んでい
る

44

42

43 16

41

ご利用者の体格や運動量、
病歴等も配慮し、主治医と
も相談しながら一人ひとりの
状態に合った量の提供に努
め、摂取量は毎日記録に残
している。また、咀嚼・嚥下
の状態に応じた食事形態を
考慮している。

毎食後に、ご利用者の状態
に合わせて声かけ・見守り・
介助し、口腔ケア徹底して
清潔保持に努めている。月
１回訪問歯科衛生士の口腔
ケア指導を受けている。

個別のチェック表で排泄の
パターンを掴み、その方に
合った声かけ・誘導を行っ
ている。尿意が不確かな方
でも、定期的にトレイ誘導で
日中の尿とりパット使用数を
減らせたり、尿意がある方
には、できるだけ紙パンツを
着用しない援助に努めてい
る。

排泄チェックを行い排泄パ
ターンを把握し、声かけを行
い排泄の自立を促してい
る。パターン表で便秘の状
況も把握しており、適宜下剤
を使用しコントロールしてい
る。できる限りトイレでの排
泄ができるように支援し排泄
の自立を促すだけでなく、尿
便意の確立を行い下肢筋力
維持にも役立てている。

排便状況を観察し、便秘で
下剤によるコントロールが
必要な方に対しては、医師
の指示の下で援助してい
る。朝食にバナナやヨーグ
ルトを取り入れたり、補水時
に牛乳を提供する等の取り
組みは続けているが、便秘
予防体操等も取り入れてい
きたい。

（大阪GH用） 14/19 株式会社H.R.コーポレーション第三者評価部



認知症対応型共同生活介護 グループホーム 杜の里 評価結果確定日平成23年5月23日

実施状況
次にステップに向け
て期待したい内容

外部評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

自己評価

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミングに合わ
せて入浴を楽しめるように、職員の都
合で曜日や時間帯を決めてしまわず
に、個々に応じた入浴の支援をしてい
る

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の
状況に応じて、休息したり、安心して気
持ちよく眠れるよう支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用、用法や要領について理解し
ており、服薬の支援と症状の変化の確
認に努めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせ
るように、一人ひとりの生活歴や力を
活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気
分転換等の支援をしている

46

47

48

45 17

入浴可能な時間の中で、入
浴日や時間帯のできるだけ
希望に添えるようにしてい
る。入浴介助の際には、ご
利用者一人ひとりのＡＤＬの
状態に適した安全な方法で
援助している。

利用者の希望の時間や曜
日にできる限り入浴してもら
えるようにしている。利用者
のADLの低下により全介助
が必要な場合、安全に利用
者が入浴できるようにバス
ボードの使用や二人介助を
行っている。異性の介助を
嫌がられる利用者には、同
性介助を行っている。

ご利用者の日々の心身の
状況を観察しながら、その
日に体調に応じた臨機応変
な対応に努めている。また、
夜間に心地良く入眠できる
よう、日中の活動援助にも
心がけている。

服薬前の確認作業や服薬
時の見守りを確実に行い、
必要な服薬が適切にできる
よう援助している。個別の服
薬一覧表を作成し、職員が
薬の作用・副作用や注意点
について理解できるようにし
ている。

ご利用者の生活歴や嗜好
品、持っておられる能力を
把握し、役割を持って活動
したり得意分野で力が発揮
できるよう場面作りに心が
け、張り合いのある暮らし方
ができるよう支援している。
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認知症対応型共同生活介護 グループホーム 杜の里 評価結果確定日平成23年5月23日

実施状況
次にステップに向け
て期待したい内容

外部評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

自己評価

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、
戸外に出かけられるよう支援に努めて
いる。また、普段は行けないような場所
でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられる
よう支援している

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの大
切さを理解しており、一人ひとりの希望
や力に応じて、お金を所持したり使える
ように支援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話を
したり、手紙のやり取りができるように
支援している

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、
食堂、浴室、トイレ等）は、利用者に
とって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないよ
うに配慮し、生活感や季節感を採り入
れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

51

52 19

49 18

50

ファミリーレストランや回転
寿司等での外食援助やご
家族との外出援助を行って
いる。また、初詣やお花見、
みかん狩り等季節毎の行楽
行事や、盆踊りや運動会等
地域行事への参加を計画
し、その際にはご家族にも
お声をかけさせて頂くように
している。

天気の良い日には、利用者
と共にトンクを持ち地域のご
み拾いに出かけたり、ファミ
リーレストランや回転ずしに
外食に出かけたりと、気分
転換やストレス発散に取り
組んでいる。

管理が可能な方には自己
で所持して頂いているが、
お小遣い帳を作成して月１
回は担当職員が残金を一
緒に確認するようにしてい
る。外食や電話をご利用さ
れた際には所持しているお
金から支払って頂き、ご家
族にも報告している。

電話使用可能な時間帯内
でご希望に応じて利用して
頂いている。また、手紙等
の投函をお手伝いし、大切
な人との繋がりが途切れな
いよう支援している。

リビングにはご利用者の作
品や写真を貼ったり、季節
の花を飾る等して、生活感
や季節感を味わえるような
空間作りに心がけている。
換気や湿度にも注意し、テ
レビ・音楽の音量や職員の
声の大きさにも配慮するよう
指導し、ご利用者が居心地
良く過せるように努めてい
る。

利用者と職員が何気なく交
わされる言葉や笑い声が聞
かれ利用者がのんびりと過
ごせる雰囲気がある。共有
空間からは調理の音や匂
い、利用者ができる限り自
分で動きやすいように配置
された家具、利用者の作品
や写真を壁面に貼り利用者
が季節の移り変わりを感じ
ながら居心地よく過ごせる
空間となっている。
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認知症対応型共同生活介護 グループホーム 杜の里 評価結果確定日平成23年5月23日

実施状況
次にステップに向け
て期待したい内容

外部評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

自己評価

○共用空間における一人ひとりの居場
所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気
の合った利用者同士で思い思いに過
ごせるような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人
や家族と相談しながら、使い慣れたも
のや好みのものを活かして、本人が居
心地よく過ごせるような工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全な環
境づくり
　建物内部は一人ひとりの「できること」
や「わかること」を活かして、安全かつ
できるだけ自立した生活が送れるよう
に工夫している

55

53

54 20

建物内部はバリアフリーで、
１・２階の移動には階段とＥ
Ｖが設置されている。飲食
禁の洗剤や消毒液、台所の
刃物類等が置いてある引き
出しや戸棚は施錠し、ご利
用者が安全に生活できる環
境作りに努めている。

独りになりたい時やご利用
者同士で話をしたい時等に
は、思い思いの場所でご自
由に過して頂けるように援
助している。トラブル等を予
防する為に必要な見守りが
できる範囲内で、ご利用者
のプライバシーが保てるよう
配慮している。

使い慣れた家具や日用品
は安全面を考慮した上で、
できるだけ使用して頂ける
ように援助し、その人らしい
居室環境作りに努めてい
る。物が多すぎると混乱さ
れる場合もある為、ご家族
とも相談しながら必要な物
を徐々に追加して頂く等の
工夫も行っている。

利用者の身体状況や好み
などに配慮しながら馴染み
の使い慣れた家具を配置
し、安全で安心して過ごせる
空間作りを行っている。自宅
とのギャップを感じさせない
ように家族と相談し、利用者
の現状に合わせた物品に調
整し、利用者がその人らしく
過ごせるように工夫してい
る。
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外
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価
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自己評価

Ⅴ　アウトカム項目

○

○

○

○

○

○

○

○

62
利用者は、その時々の状況や要望に
応じた柔軟な支援により、安心して暮ら
せている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

63
職員は、家族が困っていること、不安
なこと、求めていることをよく聞いており
信頼関係ができている

①ほぼ全ての利用者と
②利用者の３分の２くらいと
③利用者の３分の１くらいと
④ほとんどできていない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出
かけている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全
面で不安なく過ごせている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮ら
している

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

59
利用者は、職員が支援することで生き
生きした表情や姿がみられれている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者の
②利用者の３分の２くらいの
③利用者の３分の１くらいの
④ほとんど掴んでいない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過
ごす場面がある

①毎日ある
②数日に1回ある
③たまにある
④ほとんどない

56
職員は利用者の思いや願い、暮らし方
の意向を掴んでいる
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○

○

○

○

○

68
職員からみて利用者の家族等はサー
ビスにおおむね満足していると思う

①ほぼ全ての家族が
②家族の３分の２くらいが
③家族の３分の１くらいが
④ほとんどできていない

66 職員は活き活きと働けている

①ほぼ全ての職員が
②職員の３分の２くらいが
③職員の３分の１くらいが
④ほとんどいない

67
職員から見て、利用者はサービスにお
おむね満足していると思う

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

64
通いの場やグループホームに馴染み
の人や地域の人々が訪ねてきている

①ほぼ毎日のように
②数日に1回程度
③たまに
④ほとんどいない

65

運営推進会議を通して、地域住民や地
元の関係者とのつながりの拡がりや深
まりがあり、事業所の理解者や応援者
が増えている

①大いに増えている
②少しずつ増えている
③あまり増えていない
④全くない
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